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Pt・21・14　羊水過多症例の 原因別羊水量 推移の 検討
’
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後藤 美希，兵 藤 博 信，小 松 篤 史，永 松 　健，吉田 志朗，亀井良政t 藤井知行，上 妻志郎，武谷雄二

【目 的】羊 水過多 の 原 因 は 多岐 に わ た り，胎児異常 に 伴 う症 例 は 出生 直後 か ら厳 重 な新 生 児 管 理 が 必 要 な場 合 も多 い ．今 回我 々

は，羊水過 多症 例 につ い て，原 因別 に み た羊水量の 推移の 特徴 に つ き検討 した．【方法】2005年 1月 か ら 2010年 7月に 当院で

妊 娠 22 週 以 降 に分 娩 した 単 胎 妊 娠 3907例 の うち，羊水過 多 を呈 した 53例 を対象 と した．羊水 量 の 評価 に は amniotic 　fiuid

index 〔AFI ）を用 い ．　 AFI25 以一ヒを羊水過多 と した．羊水過多の 出現時期 と AFI の 推移，新生児異常 につ い て 検討した．【成
績】羊水過多症例 の 新生 児異常 に は，18 トリ ソ ミ

ーll例，食 道 閉鎖 7 例，十 ：指 腸 閉鎖 6例，胸水貯留 ・1例，全前脳胞症 3
例，筋 ジス トロ フ ィ

ー2例 な どが み られ た．健常児も 3 例み られた．食道閉鎖，十．．脂 腸閉鎖の 症 例は，AFI が 妊 娠 30週 以

降 に 急 速 に 増 加 を認 め る 傾 向 に あ り，18 トリ ソ ミーの 症 例 も妊娠 20 週 台後半 よ りAFI が 増加 し 続 け る 傾向に あ っ た．また，
胸水貯留，全前脳胞症，筋 ジス トロ フ ィ

ー
の 症例 は妊 va　20週 台半ば よ り羊 水過 多 で あ っ た が，以 後 AFI の増減 は少なか っ た．

健常児 3例 は 妊娠 3  週 前後で 羊水過多を認め た が 以 後漸減 し，正 常な AFI の 推移 に 近 か っ た．【結論】消化管閉鎖 な ど通過 障

害 を伴う症 例で は，妊娠 30週 以 降 に羊水過多が顕著とな り，その 後も羊水串：が増加 し続ける傾向に あ っ た．一
方，神経筋異

常など嚥下 運動の 障害 を伴う症例で は，羊水過 多 出現後 の 羊水量 の 増 減 は 少 な か っ た．ま た，胸 水 貯 留 例 で は 後 者 と似 た推 移

を示 し，羊水過多を伴う病態の 機序 として 嚥下 運動 の 障害が 起 こ っ て い る 叮能性が示唆され た．羊水過多症例 で は，疾 患 ご と

に 羊水量 の 変化 に特徴が あ り，胎児診 断や病態 の 理 解 に役 、kつ と 考え られ た．

P1−21−15　羊水量異常症例 におけ る MRI に よる肺
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肝容積，体重比測定の 意義
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【目的】昨年 われ われ は胎児 MRI 画像 を用 い て 羊水 量異常症 例の 肺信号強度 を測定 し．羊水過多群 で 高値 を示 し．妊娠週数 と

相 関す る こ と を発表 し た．新生 児の 全身状態は 肺成熟度の み で な く，肺容積や 肝 機能等に も影響 を受け る ．今 回 は 羊水量異常

症 例 に お け る肺 ・肝 容積を測定 し関 連を検討 した．【方法】木研究 は倫 理 委員会 の 承認 と当臨床研 究 に 関 する イ ン フ ォ
ーム

ド ・コ ン セ ン 1・を得 て い る，平成 20年 1月か ら平成 22年 3 月まで の 27 ヶ 月間に胎児 MRI が 行わ れ，転帰が 確認で きた 単胎

32 例に つ い て ，肺
・
肝容積及び その 体重比，肝信号強度，対照 と して 母体筋信号強度を測定した．対照例 7例，羊水過少症

例 14例，羊水過多症例 ll例の 3群問 で 比 較検討 した ．容積，信号強度は QsiriXDICOM 　VIewer を用 い て測定 した．【成績】
羊水過少群／羊水過 多群／対 照 群 で 肺容 積，肺容積 〆推 定体重 比，肝 容ff

’
，肝 容積 ／推 定体重比 の 平均値は そ れ ぞ れ 30．1／38．4〆40，2

（crn2 ），25．6／21」！26，2 （cm2 、’kg），61．1，i82 ．8．，i78 ．3 （cm2 ），48．0．・
’
44．7／

・’47．3 （cm2 ，・
’
kg）で あ っ た．羊水過少群 で 肺容積、〆推定体

重比 が妊娠週数 と負 の 相関を認 めた．肝信号強度は 3 群間で 明らか な差を認 め ず，妊娠週数 と も相関 しな か っ た．【結論】主要

臓器容積 の 全身に お け る比 率 は 羊水過 多症 で は低 く，羊水過 少 症 で 維持 され る．羊水過少症 で は妊娠週数 と と もに肝容積 は増

大 する の に対 して，肺容積増大 が期待 で きな い．肺成熟度 と同様 に 卞要臓器容積 や その 体重比 は 児の 状態や 娩出時期の 判断材

料 に しうる こ とが示唆された，

Pl −21−16　 当科 に お け る 羊水過多症 と 羊水中糖濃度の 検討
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【目的】羊水過多症例の 羊水中糖濃度は母体耐糖能異常との 関連を示唆 した報告は 散見 され る が，周産期予 後 との 関連性 に 関

す る 報 告 は な い ．我 々 は，羊水 除去 を施 行 した 際，子 宮 内 細 菌感 染 の 指標 と して 羊水 糖 濃 度 を測 定 して い るが，細 菌感 染が 否

定 され た に もか か わ らず，羊水中糖濃度が 低い 症例 は児の 予後が不良で ある こ とを しば しば経験 した．今回，我 々 は羊水過多

症 の 羊 水中糖濃度 と 周 産 期予 後 の 関連 性 を 明 らか に す る た め ，後方 視 的 に 検 討 を行 っ た ，【方 法 1対 象 は 2003年 1 月〜2010

年 9月に 当科 で 羊水 除去 を施行 した羊水過 多症 40例 で あ る．超音波計測 上，AFI24以 上 を羊水過 多 と した．周 産期死 亡例 を

死 亡 群 と して ，生 存群 28例．死 亡群 12例 に 分類 し，患 者背景，原 因疾患，診 断時期，分 娩時の 状 況，羊水中等濃 度 に つ い て

比較検討した．【成績】羊水過多症 の 診断時 AFI は生存群 ：29．5± 5，6，死亡 群 ：2＆2 ± 3，5 と有意差を認め なか っ た．分娩時妊

娠週 数は 生 存群 ：36．6± 3．0週 ，死 亡群 ：33．8± 2．6週 ，出生時児体重 は生存群 二2880 ± 649g，死亡 群 ： 1873± 536gで あ り，有

意 差 を認め た，初1卩1羊水除去峙の 羊水中糖濃度は 生存群 ：27A ± 10．5mg ／dl，死 亡 群 ：12．5± 10．8　mg ／dl，と死 亡群 にお い て有意
に 低下 して い た．【結論】羊水過多 を生 じる 胎児疾患 は 多岐に わ た り，

一
般的 に は そ の 予 後 は 出生 週数の 程度 と 羊水過多 の 原 因

疾患に 依存する とされ て い る．今 回 の 検討 に よ り．羊水過 多症 にお け る羊水中糖濃度 と児 の 周 産 期予後 との 間に 関連 性 が あ る

こ とが 明 らか とな り，周産期 予後 を予測す る 有川 な指標 と な る 可能性が 示峻 され た．
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